
地球環境基金助成事業・国連 ESD 人材育成プログラム 

第5回東北グローバルセミナー 

 2005年 1月 1日から、国連･持続可能な開発のための教育（ESD）の 10年が始まり

ました。しかし、この『持続可能な教育の 10年』については、十分知られていないのが

実情です。2005 年１月のキック･オフにあたって、あらためて『持続可能な教育の 10

年』とは何か? 私たちにできることは何かを考えてみたいと思います。当日は 1 月 18

日～20日インドで開催される最初の国際会議の様子もご報告いたします。 

◆ とき・ところ 

 1月 29日(土)１０：２０～１７：００(10:00開場) 

 河北新報社 新館 2階 見学者ホール(地図裏面参照) 

◆ プログラム 
 
●10:20~10:30 開会のあいさつ（東北グローバルセミナー実行委員会） 

Ⅰ部 国連『持続可能な開発のための教育 10 年』をどう進める？ 

●10:30~11:30『持続可能な開発のための教育の 10年』の意義 
  講師 廣野 良吉氏（成蹊大学名誉教授･ヨハネスブルグ･サミット日本政府顧問） 

●11:30~12:30『持続的開発のための教育･インド会議で議論された事』 
  講師 鈴木 克徳氏（国連大学高等研究所上席客員研究員） 

Ⅱ部  討論  『東北からはじめる持続可能な開発と環境教育 』 

 ●13:30~15:30 司会 小金澤孝昭氏（宮城教育大学環境教育実践研究センター教授) 
    報告１「ESD:宮城からの取り組み」 呉地正行氏(日本雁を保護する会) 
    報告２「ESD:北海道からの取り組み」  小泉雅弘氏(さっぽろ自由学校「遊」) 
    報告３「ESD:東北からの取り組み」 (県外の環境NPOと交渉中) 
    コメンテーター 小林正典氏((財)地球環境戦略研究機構（IGES）研究員) 
●15:30~15:40 閉会のあいさつ （東北グローバルセミナー実行委員会） 
 
＊ 16:00~17:00に環境教育を進める教員のミーテイングを行います。(希望者参加可) 
＊ 12:40~13:20にカンボジア研修(2 月 26 日～3 月 5 日)の説明会を行います。 

 
主催  東北グローバルセミナー実行委員会 



● 国連『持続可能な開発のための教育の10年』とは？ 

 2002 年に南アフリカ・ヨハネスブルグで開催された「持続可能な開発に関する首脳会議」で日本の
NGOと日本政府が提案した「国連持続可能な開発のための教育(ESDの 10年)」が、同年 12月に国連
総会で採択されました。世界が直面する環境と貧困の問題に同時に取り組む「持続可能な開発」の実現

に必要な教育への取り組みと国際協力を積極的に推進するよう、国連を通じて各国政府に働きかけるこ

の運動は、2005年にスタートしました。 
 持続可能な開発を行うには、環境問題だけではなく、貧困や人権、女性差別、戦争・紛争など、様々

な社会的課題に同時に取り組んでいく必要があります。またこれらの課題は。決して独立したものでは

なく、複雑に絡み合いながら共通の根を持っています。「持続可能な開発のための教育」は、今まさに

起きているこれらの課題に向き合い解決していく力を、異なる分野や立場を越え協力しながら育むものです。 
● 東北グローバルセミナー実行委員会とは？ 

東北グローバルセミナー実行委員会は、2003 年 6月に結成され、国連『持続可能な開発のための教育
の 10年』の東北地方への普及を行ってきました。2003年から現在まで 9回のグローバルセミナーと４回
の海外研修を開催し、国連『持続可能な教育の 10年』に関心をもつ市民・NPO･行政･企業のネットワー
ク作りを行ってきました。事務局は仙台いぐね研究会(事務局:宮城教育大学小金澤研究室)に置かれ、実行
委員会は以下のメンバーから構成されています。 
●メンバー 宮城県環境生活部、仙台市環境局、宮城教育大学環境教育実践研究センター、河北新報社、 

(財)みやぎ･環境とくらしネットワーク､NPO法人環境保全米ネットワーク、 

NPO法人サイカチネイチャークラブ、NPO法人みやぎ環境カウンセラー協議会  

●オブザーバー JICA東北支部、環境省東北地区自然保護事務所、環境省東北地区環境対策調査官事務所 

○会場地図 
河北新報社新館見学者ホール 

※本館とお間違いのないように願います 

JR仙台駅から徒歩 10分 

 

 

●参加申込書  
(切り取らずこのまま FAX送信願います。)  
送信先→セミナー事務局 022-214-3386 
お預かりいたしました情報はセミナー 

案内以外の用途には使用いたしません。 

↓※印付きの事項は必須記入事項、その他の事項は任意でご記入ください。 

氏名
ふりがな

※             男・女

所属  

参加希望※

(該当に○)

終日参加→(   ) 

一部参加→(Ⅰ部・Ⅱ部・教員ミーティング) 

住所 〒    － 

TEL/ FAX※  E-mail  

問合先：電話 090-9743-7527 FAX022-214-3386 E-mail i04024@students.miyakyo-u.ac.jp 
ホームページ：http://csr.miyakyo-u.ac.jp/~igune/  (担当：仙台いぐね研究会 福澤)  
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